
　

ま
ず
、
福
井
大
工
学
部
が
推
進
し
て
い

る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

本
学
部
は
、「『IM

A
GIN

EER

（
イ
マ

ジ
ニ
ア
）』
の
育
成
」
を
掲
げ
、
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「IM

A
GIN

EER

」

は
「Im

agine

」
と
「Engineer

」
を
合

わ
せ
た
造
語
で
、「
心
に
描
い
た
夢
を
現
実

化
し
、
科
学
・
技
術
を
通
し
て
豊
か
さ
を

持
続
的
に
享
受
で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
人
材
」
を
育
成
す
る
教
育
方
針
を

表
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
度
に
、
本

学
が
文
部
科
学
省
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
の
を
機
に
、

こ
れ
を
「Global IM

A
GIN

EER

」
と
再

定
義
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、海
外
短
期
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
中
長
期
海
外
留
学
制
度
の
充

実
に
よ
り
、
学
生
を
海
外
に
送
り
込
む
こ

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
、
高
校
で
は
、
大
学
や

行
政
、
海
外
の
高
校
な
ど
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
通
し
て
考
え
る
動
き
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
コ
ー
ナ
ー
で
は

３
号
連
続
で
、「
連
携
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
人
材
育
成
を
推
進

す
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

今
号
は
、
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
北

陸
・
東
海
地
域
の
２
つ
の
大
学
の
理
工
系

学
部
教
員
、
同
地
域
の
高
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指

定
校
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
各
校
の
取
り

組
み
を
共
有
、
更
に
は
質
疑
応
答
の
形
で

議
論
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
か
ら
、
理
系

に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
あ
り

方
、
高
大
連
携
の
可
能
性
を
考
え
る
。

＊１　大学レベルの英語を使用および理解する能力として、リスニング、リーディング、ライティングの３
技能を評価するテスト
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
人
材
育
成
を
考
え
る
①

国
際
社
会
で
活
躍
す
る

理
系
人
材
の
育
成
に
向
け
た
高
大
連
携
と
は

社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
今
、
理
系
分
野
で
活
躍
す
る
企
業
や
研
究
領
域
で
も
、
英
語
力
や
多
様
な
価
値
観
を
理
解
す
る

姿
勢
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
高
校
、
理
系
の
大
学
の
実
践
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
活
躍
す
る
理
系
人
材
を
育
て
る
た
め
の
高
大
連
携
の
形
を
探
る
。

議
論
の
参
加
校

福
井
大
、
名
古
屋
大
、
石
川
県
立
金
沢
泉

い
ず
み

丘
が
お
か

高

校
、
福
井
県
立
武た
け

生ふ

高
校
、
福
井
県
立
藤
島
高
校
、

福
井
県
立
高こ

志し

高
校
、
愛
知
県
立
岡
崎
高
校
、
愛

知
県
立
時
習
館
高
校

実
践
的
な
英
語
力
養
成
や
留
学
制
度
の
充
実
で

学
生
を
外
向
き
志
向
に
変
え
る

事
例
１

福
井
大
工
学
部



と
を
柱
の
１
つ
と
し
て
い
ま
す
。
多
様
な

文
化
の
中
で
も
ま
れ
る
経
験
を
通
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
能

力
が
養
わ
れ
る
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。

　

海
外
で
有
意
義
な
経
験
を
積
む
た
め
に

は
、
ツ
ー
ル
と
し
て
の
英
語
力
が
必
要
で

す
。
実
践
的
な
英
語
力
を
身
に
付
け
さ
せ

る
た
め
に
、
13
年
度
入
学
生
の
15
・
３
％

に
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
７
５
０
（
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

Ｐ
Ｂ
Ｔ
［
＊
１
］
５
５
０
）
を

取
得
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
学
部
の
学
生
の
実
態
を
踏
ま

え
る
と
非
常
に
高
い
目
標
で
、
学
内
で
も

「
大
丈
夫
か
」と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
に
達
し

て
い
な
い
と
、
実
践
的
な
英
語
力
が
あ
る

と
は
い
え
な
い
と
判
断
し
た
の
で
す
。

　

目
標
を
踏
ま
え
、
英
語
教
育
を
改
善
し

ま
し
た
。
以
前
は
、
入
学
時
に
セ
ン
タ
ー

試
験
の
類
似
問
題
で
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ

ス
ト
を
行
い
、
基
準
以
下
の
学
生
に
補
習

を
課
し
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
は
40
人
程

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
が
混
在
。
週
１

回
の
講
義
型
で
、
内
容
は
担
当
教
員
に
任

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
13
年
度
に
は
、
入
学
時
に
期
待

す
る
英
語
力
を
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ら
４
０
０
、

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
な
ら
５
０
０
以
上
が
望
ま
し
い

と
考
え
た
上
で
、
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス

ト
を
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｉ
Ｐ
（
＊
２
）
で
実
施
。

そ
の
結
果
を
基
に
４
レ
ベ
ル
の
習
熟
度
別

ク
ラ
ス
を
編
成
し
て
、
20
人
前
後
の
少
人

数
授
業
を
週
２
回
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
語
学
セ
ン
タ
ー
の
指
揮

の
下
で
編
成
し
、授
業
は
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
（
＊

３
）
関
連
の
修
士
号
を
持
つ
教
員
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
育
成
を
重
視
し
、
英
語
で
話
す

時
間
を
多
く
確
保
。
本
学
部
に
は
内
気
な

学
生
が
多
い
の
で
す
が
、
３
か
月
も
す
る

と
自
分
の
考
え
を
積
極
的
に
伝
え
合
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
入
学
時
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
の
ス
コ
ア
が
６
０
０
だ
っ
た
学
生
が
、

７
月
に
は
７
２
５
に
上
が
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
留
学
奨
学

金
の
充
実
化
に
よ
り
、11
年
度
は
31
人
だ
っ

た
本
学
部
の
海
外
派
遣
者
は
、
12
年
度
は

１
０
８
人
に
増
え
ま
し
た
。
近
年
、
あ
ま

り
留
学
を
し
た
が
ら
な
い
内
向
き
志
向
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
制
度
を
整
え
て
背
中
を

押
す
こ
と
で
、
学
生
を
外
向
き
に
変
え
ら

れ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
し
て
、

ど
ん
な
ゴ
ー
ル
を
描
い
て
い
ま
す
か
。

Ａ　
企
業
の
方
と
話
を
す
る
と
、
海
外
に

派
遣
す
る
社
員
の
人
選
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
語
学
力
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
そ
れ
以

上
に
精
神
的
な
強
さ
や
柔
軟
性
を
重
視
す

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
資
質
と
能
力
を
高
め

て
人
間
的
な
成
長
を
促
し
、
英
語
を
ツ
ー

ル
と
し
て
使
い
こ
な
せ
る
人
材
を
育
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
大
学
で
の
指
導
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

高
校
で
意
識
し
て
教
え
る
べ
き
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
理
系
の
人
材
は
、
英
語
で
情
報
を
入

手
し
た
り
発
信
し
た
り
す
る
力
が
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
力
は
、
一
朝

一
夕
に
は
身
に
付
き
ま
せ
ん
。
出
来
る
だ

け
早
い
段
階
か
ら
、
活
動
中
心
の
英
語
学

習
に
取
り
組
ま
せ
る
の
と
同
時
に
、
論
理

的
に
考
え
た
り
伝
え
た
り
す
る
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
指
導
を
行
っ
て
お
く
と
、
伸

び
し
ろ
が
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
理
系
の
人
材
に
グ
ロ
ー
バ
ル
対

応
力
を
付
け
る
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
き
た
状
況
を
受
け
、
本
学
で
も
教

育
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

全
学
で
取
り
組
む
「
短
期
交
換
留
学

受
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）」

は
、
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
海
外
の

大
学
の
学
生
が
４
〜
12
か
月
間
、
本
学
で

短
期
留
学
を
す
る
も
の
で
す
。
授
業
料
相

互
不
徴
収
協
定
（
＊
４
）
を
含
む
学
生
交

流
協
定
大
学
は
発
足
当
初
６
大
学
で
し
た

が
、
13
年
度
に
は
１
９
０
大
学
に
ま
で
増
＊２　ＴＯＥＩＣの団体特別受験制度。公開テストとは別に、学校や企業の都合に合わせて行える　＊３　英語を母国語としない人たち向けの英語教授法のこと
＊４　派遣元大学に授業料を払い込めば、派遣留学先大学における授業料が免除される協定

福
井
大
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

久
田
研
次　
ひ
さ
だ
・
け
ん
じ

発表者
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世
界
共
通
の
外
部
試
験
を
評
価
指
標
に
用
い
、

将
来
を
見
据
え
て
実
践
力
を
育
成

事
例
２

名
古
屋
大
工
学
部



え
、
現
在
、
年
間
１
２
０
〜
１
３
０
人
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
国
別
の

割
合
は
北
米
20
％
、欧
州
24
％
、豪
州
４
％
、

ア
ジ
ア
52
％
と
、
世
界
中
か
ら
留
学
生
が

集
ま
っ
て
お
り
、「T

im
es Ranking

」
の 

ト
ッ
プ
１
０
０
に
入
る
大
学
が
20
％
、
ト
ッ

プ
２
０
０
に
入
る
大
学
が
40
％
を
占
め
ま

す
。
留
学
生
が
受
け
る
授
業
は
英
語
で
実
施

し
ま
す
。
日
本
人
の
学
生
も
留
学
生
向
け

の
授
業
を
履
修
す
る
こ
と
で
、
国
際
交
流

や
実
践
的
な
英
語
学
習
を
経
験
で
き
ま
す
。

　

各
学
部
で
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
工
学
部
で
は
、
30
年
来
、
交
換
留
学

を
行
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
大

か
ら
の
交
流
拡
大
の
要
請
を
受
け
、
09
年

度
か
ら
、
毎
年
６
週
間
に
わ
た
り
、
本
学

の
教
員
と
企
業
の
研
究
者
が
、
自
動
車
工

学
に
関
す
る
最
新
技
術
に
つ
い
て
英
語
で

講
義
す
る
「
自
動
車
工
学
サ
マ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ミ
シ
ガ
ン
大

を
含
む
協
定
校
の
留
学
生
30
〜
40
人
、
本

学
の
工
学
部
・
大
学
院
工
学
研
究
科
の
学

生
約
10
人
が
参
加
。
専
門
分
野
の
学
習
と

共
に
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
国
際
的
視
野
を
育
て
る
機
会
と

し
て
い
ま
す
。
更
に
、
11
年
度
に
は
、
工

学
部
の
機
械
系
・
電
気
電
子
情
報
系
の
一

部
の
授
業
を
英
語
で
講
義
す
る
「
自
動
車

工
学
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
13
年
度
か
ら
大
学
院
工
学
研
究

科
全
専
攻
の
試
験
で
、
英
語
力
の
評
価
を
、

一
般
筆
記
試
験
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

ｉ
Ｂ
Ｔ
（
＊
５
）、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
Ｂ
T
、

も
し
く
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
提
出
に

よ
っ
て
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
理
系
分
野

の
人
材
に
も
実
践
的
な
英
語
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
動
き
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

留
学
時
に
要
求
さ
れ
る
英
語
力
の
レ
ベ

ル
は
年
ご
と
に
高
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
一

流
大
学
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ　
ｉ
Ｂ
Ｔ
87
〜
90
、

英
語
圏
の
ト
ッ
プ
大
学
で
は
１
０
０
が
必

要
で
す
。
日
本
人
学
生
に
は
高
い
数
字
に

映
り
ま
す
が
、
韓
国
の
主
要
大
学
は
10
年

程
前
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
ｉ
Ｂ
Ｔ
80
を
卒
業

要
件
に
設
定
す
る
な
ど
、
韓
国
や
中
国
の

学
生
の
英
語
力
は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い

ま
す
。
日
本
人
が
世
界
で
活
躍
す
る
た
め

に
は
、
同
等
か
そ
れ
以
上
の
英
語
力
が
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
世
界
の

状
況
も
踏
ま
え
る
と
、
留
学
を
目
指
す
大

学
生
は
、
高
校
３
年
生
時
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

ｉ
Ｂ
Ｔ
な
ら
55
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
な
ら
6
５
０

程
度
が
望
ま
し
い
レ
ベ
ル
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
留
学
に
際
し
て
英
語
力
は
外
部
試
験

で
評
価
さ
れ
ま
す
。
大
学
入
試
に
も
外
部

試
験
を
利
用
す
る
こ
と
は
お
考
え
で
す
か
。

Ａ　
本
学
で
は
、
大
学
院
工
学
研
究
科
の

試
験
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ

る
評
価
を
導
入
し
ま
し
た
。
大
学
入
試
で

は
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
も
適
正
に
測
れ
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
な
ど
を
検
討

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、
個
人
的

に
は
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
あ
る
程
度
、

各
大
学
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ

り
、
大
学
関
係
者
で
議
論
を
進
め
、
共
通

認
識
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

Ｑ　
高
校
で
も
海
外
研
修
な
ど
の
体
験
学

習
が
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
経
験
が
入
試
で
考
慮
さ
れ
る
可
能
性

は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど
で
ぜ
ひ

生
徒
に
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
体

験
学
習
は
入
試
で
評
価
さ
れ
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
将
来
的
に
必
ず
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
す
。
生
徒
を
支
援
し
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
は
、
13
年

度
で
12
年
目
と
な
り
ま
す
。
12
年
度
の
第

３
次
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
開
始
に
当
た
り
、
そ
れ
ま

で
の
実
践
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
第
２
次

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
生
徒
の
科
学
に
対
す
る
興

味
・
関
心
の
喚
起
や
進
路
意
識
の
醸
成
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
論
理
的
思

考
力
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、
一
定
の

成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
一
方
、
社
会
の
国

際
化
が
進
展
す
る
中
で
、
国
際
社
会
に
参

名
古
屋
大
大
学
院
工
学
研
究
科
・
留
学
生
セ
ン

タ
ー
教
授

野
水
勉　
の
み
ず
・
つ
と
む

発表者
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Ｈ
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加
す
る
意
欲
や
態
度
が
十
分
に
育
っ
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
に
挙
が
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
課
題
は
、生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
に
表
れ
て
い
ま
す
。
11
年
度
の

調
査
で
は
、「
未
知
の
事
柄
へ
の
興
味
（
好

奇
心
）」に
肯
定
的
な
回
答（「
大
変
増
し
た
」

「
や
や
増
し
た
」
の
合
計
。
以
下
同
じ
）
は

74
・
６
％
、「
理
科
・
数
学
の
論
理
・
原
理

へ
の
興
味
」
は
61
・
８
％
と
高
い
一
方
で
、

「
国
際
性
（
英
語
に
よ
る
表
現
力
、
国
際
感

覚
）」
は
32
・
２
％
と
低
い
数
字
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
反
省
を
踏
ま
え
、
第
３
次

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
た

め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
「
論
理
的
思

考
力
、
課
題
解
決
力
、
表
現
力
、
お
よ
び

国
際
社
会
に
対
す
る
積
極
的
態
度
」
と
捉

え
、
研
究
テ
ー
マ
を
「
地
域
の
教
育
力
を

活
用
し
た
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
創

造
性
豊
か
な
自
然
科
学
系
人
材
の
育
成
に

関
す
る
研
究
開
発
」
と
設
定
。「
論
理
的
思

考
力
・
課
題
解
決
力
」
と
「
国
際
社
会
に

対
す
る
積
極
的
態
度
」
の
育
成
と
い
う
観

点
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
構
成
し
ま
し
た
。

　
「
論
理
的
思
考
力
・
課
題
解
決
力
」
を
身

に
付
け
る
た
め
の
事
業
の
例
は
、「
東
大
・

名
大
研
究
室
体
験
研
修
」
で
す
。
両
大
学

の
研
究
室
に
所
属
し
、
大
学
教
授
の
指
導

の
下
、
課
題
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。
13

年
度
は
、
名
古
屋
大
に
53
人
（
他
校
生
も

参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
運
営
す
る
コ
ア

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
た
め
、
う
ち
他
校
生
は
19
人
）、

東
京
大
に
６
人
が
所
属
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
国
際
社
会
に
対
す
る
積
極
的
態

度
」
育
成
の
観
点
か
ら
、
12
年
度
に
ア
メ

リ
カ
研
修
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
）、
イ
ギ
リ
ス

研
修
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
）
を
始
め
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
研
修
は
11
人
、
イ
ギ
リ
ス
研
修

は
12
人
が
参
加
。
生
徒
が
自
分
の
研
究
に

つ
い
て
、
現
地
の
大
学
や
高
校
で
英
語
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

生
徒
に
と
っ
て
難
し
い
課
題
で
し
た
が
、

国
際
社
会
に
対
す
る
積
極
的
態
度
に
加
え
、

論
理
的
思
考
力
・
課
題
解
決
力
、
更
に
英

語
力
な
ど
を
相
乗
的
に
高
め
る
取
り
組
み

と
し
て
、
非
常
に
有
意
義
で
し
た
。

　

参
加
者
の
意
欲
は
、
学
習
が
進
む
に
つ

れ
て
著
し
く
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
帰

国
後
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、「
な
ぜ
英
語
を
勉

強
す
る
の
か
、そ
の
意
味
が
分
か
っ
た
」「
英

語
力
以
前
に
、
自
分
が
『
相
手
と
話
し
た

い
』
と
思
う
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
に
紹
介
し
た
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
同
じ
内
容
で
12
年
度
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、「
国
際
性
」
は
41
・０
％

に
上
昇
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
か
ら
世
界

に
目
を
向
け
る
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
だ

生
徒
が
大
学
で
も
高
い
意
欲
を
も
っ
て
学

び
、
将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
飛
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
海
外
研
修
の
前
に
は
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

Ａ　
生
徒
が
互
い
に
発
表
し
、
質
問
を
ぶ

つ
け
合
う
と
い
う
練
習
を
積
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
英
語
力
以
前
に
、
相
手
に
伝
え
る

気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

伝
え
ま
し
た
。
実
際
、
参
加
者
の
多
く
が
、

「
英
語
力
と
共
に
、
伝
え
た
い
と
思
う
気
持

ち
が
大
事
だ
」
と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ　
岡
崎
高
校
が
設
定
し
て
い
る
英
語
教

育
の
ゴ
ー
ル
を
、
入
試
か
ら
少
し
離
れ
た

視
点
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
国
際
社
会
に
出
た
時

に
役
立
つ
力
が
育
つ
よ
う
に
、「
読
む
・
書

く
・
聞
く
・
話
す
」
の
４
技
能
の
育
成
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
海
外
研
修
事
業

で
は
、
特
に
「
聞
く
・
話
す
」
技
能
の
向

上
を
目
指
し
ま
し
た
。
今
後
は
４
技
能
の

実
践
力
が
付
い
て
い
る
か
を
追
跡
調
査
し
、

次
年
度
以
降
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
の
議
論
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
す
る
力
の
育
成
に
お
い
て
は
、

ま
す
ま
す
高
大
連
携
が
重
要
に
な
る
と
分

か
っ
た
。連
携
を
深
め
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
体
験
の
充
実
」
と
「
評
価
の
共
有
」

だ
。
高
校
で
は
、
大
学
で
の
学
び
を
見
据

え
た
体
験
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
で
真
に
役
立
つ
力
を
生
徒
に
身

に
付
け
さ
せ
、
そ
れ
を
測
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
評
価
指
標
を
も
っ
て
教
育
活
動
に
取

り
組
む
。
そ
し
て
、
大
学
は
入
試
な
ど
で
、

高
校
で
の
取
り
組
み
を
適
正
に
評
価
す
る

仕
組
み
を
設
け
る
。
そ
う
し
た
連
携
に
よ

り
、
高
校
と
大
学
が
同
じ
指
標
で
評
価
す

れ
ば
、
生
徒
・
学
生
が
高
大
を
通
じ
て
高

い
学
習
意
欲
を
持
ち
続
け
、
未
来
を
見
据

え
て
学
ん
で
い
く
下
地
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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